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11k POLE; POLE1; DNA polymerase epsilon catalytic subunit A; DNA polymerase Il subunit A
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	DNAポリメラーゼε触媒サブユニット（POLE） ホモ・サピエンス この遺伝子はDNAポリメラーゼεの触媒サブユニットをコードしています。この酵素はDNA修復と染色体DNA複製に関与しています。この遺伝子の変異は、大腸がん12、顔面異形症、免疫不全、皮斑、低身長との関連が報告されています。 [RefSeq提供、2013年9月],触媒活性：デオキシヌクレオシド三リン酸 + DNA(n) = 二リン酸​​ + DNA(n+1).,ドメイン：DNAポリメラーゼ活性ドメインはタンパク質のN末端側に存在し、C末端はサブユニットBとCの複合体形成に必要である。C末端は酵素の触媒活性も制御する可能性がある。,機能：DNA修復および染色体DNA複製に関与する。,PTM：DNA損傷時にリン酸化される。おそらくATMまたはATRによる。,類似性：DNAポリメラーゼBファミリーに属する。,サブユニット：2つのサブユニット（258 kDaと55 kDa）から構成される。RAD17およびTOPBP1と相互作用する。,
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	プリン代謝、ピリミジン代謝、DNA 複製、塩基除去修復、ヌクレオチド除去修復
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	POLE1抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。

